


せ
る
も
の
に
於
て
す
ら
各
試
験
管
毎
に
相
具
す
る
事
を

接
見
せ
り
リ
此
本
質
は
明
か
に
口
一
A

等
克
期
間
の
閥
係
は

決
し
て
安
定
版
態
に
ゐ

b
符

5
り
し
事
を
示
し
‘
附
向
山
冠

中
を
上
昇
中
は
勿
論
放
散
時
に
際
し
猶
ほ
化
串
作
畑
中

に
あ
り
し
事
伝
部
は
し
む
o
克
斯
問
に
起
る
反
踏
の
結

果
は
熱
を
殺
生
す
ペ
〈
、
随
て
放
散
克
新
の
多
量
な
る

時
は
熔
岩
の
制
度
の
上
井
を
一
部
起
し
、
又
熔
岩
湖
の
温

度
は
上
位
即
も
刺
市
計
〈
は
某
附
近
に
於
て
最
高
に
建

L
下
杭
に
向
ひ
却
て
下
降
す
る
の
現
象
を
去
す
べ
き
な

b
o
賞
測
の
結
果
は
恰
も
此
暁
論
に
一
致
せ

b
o
削
も

一
九
一
二
年
観
測
営
時
克
掛
泉
の
増
加
は
常
に
湖
面
倒
肌

度
の
上
昇
を
伴
ひ
、
湖
而
渦
皮
の
下
降
期
に
於
て
は
其

数
減
少
せ
る
事
費
は
第
一
の
推
定
を
立
証
し
、
ジ
ヤ
ヅ

ガ

l
氏
の
賀
測
結
果
即
ぉ
湖
面
下
二

O
択
の
凱
皮
は
測

而
に
比
し
一

0
0
度
或
は
和
以
上
低
か
り
し
事
賀
は
第

二
の
推
定
を
賞
証
す
る
も
の
な
b
o
彼
の
二
十
三
日
け
間

の
上
昇
机
皮
の
刻
版
も
亦
這
般
化
感
作
用
の
結
果
に
し

て
此
熱
加
日
貿
に
キ
日
フ
ク
エ
ア
火
山
の
特
殊
形
式
即
ち

賊
岩
淵
の
椛
法
仁
興
る
ユ
ネ
Y
ギ

1
の
一
費
削
似
た
ら
ざ

る
べ
か
ら
十
。

デ
!
氏
火
山
目
前
川
の
岡
山
悶

熔
岩
湖
中
に
は
一
肱
熔
岩
・
防
相
引
は
れ
湖
面
の
昇
降
E
別

種
の
上
下
動
を
示
し
又
棚
田
沈
降
せ
る
時
其
一
苅
の
表
而

よ
り
僅
か
に
二
一
ニ
吠
の
下
位
に
図
形
物
ご
川
ω
ぼ
し

3
も

の
、
蕗
出
す
る
は
頗
る
世
間
に
値
し
、
口
五
に
よ
m
b
糊
中

の
熔
岩
山
崎
彪
に
其
物
川
町
的
服
態
を
異
に
す
る
事
を
想

は
ざ
る
べ
か
ら
?
。
湖
面
上
昇
し
岩
場
佐
結
え
て
慌
流

す
る
際
熔
岩
は
漸
次
冷
却
し
其
亦
熱
光
殆
ん

J
Y

」
消
滅
す

る
に
至
り
て
も
狛
ほ
能
く
流
動
し
つ
〉
み
る
を
瓦
る
。

乃
も
其
最
低
温
度
は
正
に
六

O
O
皮
皇
に
泣
き
も
の
な

b
o
然
る
に
北
(
岩
片
を
探
取
し
之
を
賀
験
室
に
於
て
再

熱
す
る
に
一
一
ニ

0
0
度
内
外
に
手
一
ら
さ
れ
ば
自
重
に
よ

b
て
流
動
せ
?
。
此
の
如
き
現
象
は
成
分
鑓
化
の
結
果

じ
し
て
而
も
唯
一
の
務
化
は
貨
に
岩
築
中
の
掠
謙
介
即

ち
克
斯
の
量
の
猿
化
な
ら
ぎ
る
べ
か
ら
子
。
要
す
る
に

克
期
の
多
寡
は
熔
岩
の
熔
融
制
肌
皮
の
高
低
に
影
響
し
、

其
放
悦
は
熔
岩
の
涜
動
性
を
減
殺
す
る
も
の
な

h
o
彼

の
湖
中
じ
於
け
る
掠
岩

ω
或
は
流
動
蹴
態
に
或
は
問
結

批
態
に
あ
る
は
寅
に
合
有
元
新
の
多
寡
に
由
来
す
る
所

な
る
さ
共
に
制
中
陥
践
に
畑
山
皮
の
相
惑
な
生
十
る
も
亦

想
像
に
難
か
ら
す
。匹書

予言-

:J'" 

九



地

Jよ

ザ
ヅ
フ

ν
1
4
A
氏
は
地
球
の
成
悶
仁
闘
し
て
日
く
地

球
の
始
原
則
闘
は
他
の
天
惜
よ
り
介
離
せ
る
一
の
克
斯
睦

に
し
て
比
較
的
短
期
間
に
凝
結
し
て
液
髄
ど
成
b
、
次

て
五
規
の
環
流
冷
却
に
よ

b
て
其
表
面
に
皮
殻
生
成
し

最
初
の
皮
殻
は
崩
壊
枕
降
の
途
次
再
融
し
単
に
岩
波
の

冷
却
を
助
〈
る
に
蝿
ぎ
す
ご
雌
も
結
局
皮
殻
は
地
球
の

中
心
に
集
中
し
地
球
は
設
に
崎
筒
朕
椛
迭
を
呈
す
る
に

歪
b
、
前
ほ
随
蕗
に
液
鵠
ご
し
て
、
残
留
す
る
部
分
は

局
部
的
批
況
に
よ
る
生
産
物
に
過
ぎ
十
ど
せ

b
o
叙
上

の
概
念
は
鮮
日
切
に
之
を
火
山
現
象
の
解
粋
に
路
用
す
る

事
佐
科
ぺ
し
o
布
睦
に
於
け
る
マ
・
7
4ノ
官
ア
火
山
は
之

に
近
き
キ
ラ
ク
品
ア
火
山
よ
り
高
き
こ
ご
一
高
収
に
し

て
且
つ
後
者
に
比
し
て
頗
る
頻
繁
に
多
量
の
熔
岩
を
噴

出
し
而
も
一
方
の
活
動
盛
ん
な
る
時
に
賞

b
他
方
に
殆

ん
ピ
何
等
の
反
響
を
見
ざ
る
の
事
賞
ゐ

b
o
今
雨
火
山

の
内
部
に
し
て
互
に
辿
結
せ

b
z
限
定
せ
ん
か
熔
岩
は

低
位
に
あ
る
キ
-
フ
ク
エ
ア
火
口
に
向
ひ
肱
池
せ
ら
れ
一

平
方
吋
に
針
し
貨
に
数
千
筑
艇
の
脱
力
を
以
て
之
よ

b

噴
出
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
o
認
に
於
て
か
「
火
山
は
熔
融

航
態
に
ゐ
る
地
球
内
部
に
劃
す
る
安
曇
搬
な

b
』
て
ふ 第

七
品
位

第
六
時
制

食可
プ屯
Cコ

匹1
0 

宮
説
或
は
地
殻
の
下
位
に
之
ど
同
心
的
に
伏
在
す
る
熔

融
措
の
存
在
説

ι信
を
措
く
の
甚

r難
き
を
識
る
o

上
越
の
回
向
及
概
容
に
よ

b
火
山
は
異
常
の
局
部
的

朕
態
に
由
来
す
る
純
な
る
局
部
的
現
象
な

b
ご
し
、
又

反
際
中
に
ゐ
る
元
掛
は
熔
岩
湖
の
存
立
に
必
要
な
る
熱

源
ど
賦
典
す
る
も
の
芭
推
断
す
れ
ば
五
日
人
は
瓦
に
火
山

活
動
り
起
服
を
何
蕗
じ
求
む
ぺ
き
や
及
瓦
斯
の
不
均
質

は
其
由
て
来
ゐ
所
如
何
ど
の
二
問
題
に
脅
す
ぺ
し
o

己
古
田
般

ω
問
題
の
解
決
に
便
せ
ん
が
鴻
め
滋
に
カ

y
フ

オ

Y

ユ
ア
の
一
フ
ヅ
セ
シ
ピ

l
ク
火
山
の
活
動
ぞ
概
辿
せ

ん
o
本
火
山
は
キ
一
フ
ク
エ
ア
火
山
ご
異
な

b
一
の
爆
裂

火
山
に
し
て
熔
岩
の
諮
流
す
る
な
〈
四
年
間
の
活
動
中

赤
熱
温
度
に
越
し
た
る
こ

ε僅
か
に
一
回
あ
る
の
み
。

爆
裂
は
深
川
町
一
一
を
械

b
て
一
九
一
四
年
五
月
三
十
日
に
初

ま

b
同
年
秋
ま
で
四
日
乃
至
五
日
毎
に
活
動
し
、
湘
一

年
後
の
五
月
に
歪

b
克
に
激
甚
な
る
三
日
間
の
活
動
旭

り
火
山
加
佐
棺
有
す
る
水
恭
筑
の
噴
勝
山
頂
を
抜
一
〈
こ

さ
正
に
ニ
高
五
千
収
、
人
副
大
岩
片
の
馳
散
せ
ら
れ
た

る
も
の
貨
に
十
哩
の
泣
き
に
及
ぺ

b
o
術
後
活
動
翻
〈

表
へ
一
九
一
六
年
に
二
三
四

ω小
燥
裂
を
見
、
次
で
謹



年
五
月
短
期
の
粕
烈
し
き
爆
裂
ゐ
り
た
る
も
一
九
一
五

年
の
大
爆
裂
に
比
す
ぺ
〈
も
な
し
。
一
九
一
五
年
の
活

動
中
笹
山
有
松
は
三

O
O
呪
隆
起
せ
る
も
設
に
抽
出
せ
ら

る
〉
に
主
ら
や
4
0

爆
裂
は
山
頂
の
和
下
位
北
東
山
側
二

倍
蕗
に
起

b
ニ
谷
に
五
り
延
長
問
哩
の
森
林
を
剥
減
せ

る
も
縫
か
に
枯
葉
ぞ
燃
す
こ
ど
数
刻
な
る
の
み
に
し
て

山
火
事
を
却
す
に
去
ら
ざ

b
き
o
夜
中
赤
熱
の
抽
出
物

又
は
光
開
な
見
た
る
こ
ど
取
に
一
回
に
し
て
其
色
に
よ

り
剣
十
る
に
営
時
の
椛
皮
は
七
五

O
皮
そ
超
え

5
る
ぺ

〈
而
も
雪
中
に
散
乱
せ
る
抽
出
物
を
見
る
に
其
落
下
蛍

時

ω
胤
皮
は
一
宇
佐
も
解
か
す
に
足
ら
ぎ
り
し
事
佐
示
せ

り
此
穏
の
爆
裂
作
別
に
闘
し
て
は
多
年
攻
究
せ
ら
る
〉

所
め
り
し
が
或
は
理
論
的
或
は
寅
験
的
方
法
に
よ
り
設

に
一
の
概
念
を
得
る
に
至
れ

b
o
賀
験
に
よ
れ
ば
硫
酸

及
加
旦

ω
単
純
一
併
液
は
聴
力
の
下
に
加
熱
す
る
時
は
一

一
一
・
五
併
の
水
分
守
政
収
す
る
専
を
作
。
岩
授
は
性
質
複

雑
な
る
も
一
粧
の
舵
限
蝦
博
被
仁
し
て
泊
嘗
の
版
印
の

下
に
あ

b
て
は
五

l
六
係
の
水
介
を
帯
有
す
る
に
足
る

対
授
は
佑
車
成
分
の
特
徴
又
は
念
激
な
る
跨
出
の
認
め

肱
結
品
せ
ず
し
て
問
結
し
松
脂
岩
又
は
黒
限
岩
の
如
話

デ

I
氏
火
山
前
勘
の
阪
凶

も
の
を
生
令
。
ヲ
ジ
シ
ト

y
氏
に
よ
る
結
品
質
火
成
岩

的
人
千
飴
植
の
分
析
結
出
取
を
見
る
に
水
分
一
%
以
下
な

る
も
の
普
遁
に
し
て
一
・
五
%
以
上
を
含
有
す
る
も
の

な
し
u

然
る
に
前
記
山
首
類
は
右
艇
長
に
比

L
龍
か
に
多

量
の
水
分
を
合
有
す
。
キ
-
フ
ク
エ
ア
溶
岩
湖
よ
b
椛
流

す
る
熔
岩
の
一
部
は
頗
る
低
協
に
於
て
狛
ほ
能
く
流
動

性
を
保
も
、
之
よ

b
結
品
問
結
せ
る
岩
片
の
再
融
に
高

熱
を
要
す
る
は
既
越
せ
る
所
に
し
て
此
事
買
は
流
動
熔

岩
中
に
多
丑
の
揮
殺
物
ケ
合
有
す
る
事
な
示
し
共
大
部

分
は
水
よ
b
成

b
れ
b
o
是
に
於
て
か
岩
疑
は
相
関
著

な
る
水
分
を
合
有
し
其
結
品
問
結
に
際
し
之
を
放
出
す

べ
き
を
明
か
に
せ

b
o
此
の
如
き
水
分
放
出
に
し
て
若

し
密
閉
箇
蕗
じ
於
て
起
ら
ん
か
践
に
豆
大
の
魅
力
接
語

し
強
大
な
る
爆
裂
活
動
力
を
結
果
す
ぺ
〈
、
瓦
に
之
に

血
行
か
る
岩
挺
多
量
に
し
て
結
品
作
用
組
え
十
進
行
す
る

に
於
て
は
活
動
力
は
限
る
長
期
に
瓦

b
て
艦
艇
す
べ
し

本
火
山
は
一
九
一
六
年
活
動
の
高
制
に
越
し
た
る
時

さ
臨
も
迩
に
高
熱

ω
礎
越
を
一
不
吉
・
3
b
し
事
質
は
過
冷

仁
よ
り
岩
筑
白
曜
は
比
較
的
低
地
に
且
つ
川
側
め
て
粘
性

な
る
紡
品
力
絞
慢
な
る
朕
態
、
換
合
同
す
れ
ば
岩
援
は
比

1M -_._-，、

間



山
山ー

球

較
的
低
机
仁
於
て
諸
問
せ
ら
れ
其
給
付
川
作
川
照
る
競
技

ご
な
り
逆
に
其
大
部
分
は
正
規
の
結
品
湘
制
度
以
下
に
冷

却
せ
ら
れ
而
も
狛
ほ
粘
性
服
態
に
あ
b
し
事
佐
示
す
。

一
プ
ヅ
セ
シ
ピ

l
ク
の
第
一
間
保
裂
に
次
で
山
国
火
口
内

の
多
最
の
容
は
解
け
て
爆
裂
日
に
流
入
せ

h
o
此
水
は

地
下
に
湾
入
し
設
に
水
蒸
筑
ご
成

b
て
山
心
熱
見
に
悲

し
た
る
べ
し
u

安
峨
に
よ
れ
ば
水
蒸
気
は
地
冷
朕
態
に

ゐ
ゐ
岩
挺
中
に
容
易
に
静

M
し
以
て
其
流
動
性
を
助
長

し
陥
て
結
品
作
用
を
促
症
す
る
作
用
を
有
す
。
結
晶
作

用
自
身
は
肱
辿
せ
る
が
如
〈
水
分
伝
放
出
す
o
随
て
誌

に
者
し
逃
路
を
有
す
る
(
魅
力
低
下
せ
る
〉
区
域
に
亙

b

相
官
多
量
の
未
結
品
岩
挺
残
亦
す
る
時
は
結
品
作

mは

稲
永
端
的
に
行
は
る
ぺ

L
o
叡
上
の
概
念
は
ヌ
ヅ
セ
ン

ピ
ー
ク
火
山
活
動
の
却
原
及
其
法
行
を
説
明
す
る
に
趨

好
な
る
が
如
く
、
活
動
中
放
出
せ
る
多
量
の
水
蒸
筑
の

資
源
も
亦
之
に
よ

b
て
説
明
せ
ら
る
。
而
し
て
筑
一
間

爆
裂
以
来
活
動
せ
る
同
時
倒
的
燥
裂
は
地
下
岩
比
例
の
結
品

作
用
の
進
行
科
皮
ご
上
方
の
荷
重
さ
の
閲
係
に
本
悶
せ

る
や
疑
な
〈
、
向
ほ
爆
裂
は
活
動
の
能
行
ご
共
に
漸
次

強
大
工
な
り
し
事
賀
は
爆
裂
口
生
成
後
地
下
の
脱
力
舵

命

Y
H
b
h
g

A
F一
回
ゐ
々
&

i
v
s
h
、
白
山

A
M
4
'
ノ

A
g

"'" ;;'c; 

l
 

mr 

誠
に
件
ひ
粘
い
川
作
却
の
殺
地
同
域
漸
次
増
大
せ
る
結
wm

に
腕
す
ペ
し
o

一
見
に
一
プ
ヅ
セ
シ
ピ
ー
ク
の
第
一
間
爆
裂
め
導
火
線
ど

見
倣
さ
る
〉
は
燥
裂
の
前
年
即
ち
一
九
一
四
年
此
地
方

を
襲
へ
る
地
震
な
る
が
如
く
、
営
時
服
裂
日
よ
り
来
聞

に
百
飴
米
延
長
す
る
こ
僚
の
拙
裂
後
見
せ
ら
れ
而
も
赴

等
は
皆
時
の
朕
削
に
徴
す
る
に
燥
裂
の
結
果
生
じ
た
る

も
の
に
非
ら

F
る
が
加
し
。
目
上
一
フ
ヅ
セ
ン
ピ
ー
ク
の

火
山
羽
象
の
研
究
に
よ

b
先
に
掲
げ
た
る
こ
問
題
の
一

即
ち
火
山
活
動
に
奥
ふ
る
瓦
斯
の
山
来
を
切
か
に
せ

b

認
に
再
び
キ
フ
ク
エ
ア
火
山
の
問
題
に
締
り
、
熔
岩

湖
の
存
立
に
必
裂
な
る
エ
ネ

Y
ギ

I
の
一
資
源
即
ち
熱

源
た
る
化
串
反
臆
の
原
因
芯
な
る
べ
き
克
斯
の
不
均
質

の
由
燕
を
論
骨
ん
芯
す
。
一
九
二
四
年
夏
熔
岩
湖
は
熔

岩
の
地
下
排
出
じ
よ
り
澗
渦
し
、
火
口
は
爆
裂
に
よ

b

径
三
五

O
O
択
、
深
さ
一
五

O
O収
に
閉
山
大
せ
ら
れ
、

従
来
不
明
な
り
し
下
部
入

O
O
択
の
朕
態
を
明
か
に
す

る
好
機
に
合
せ

b
o
火
口
は
世
人
の
想
像
に
反
し
地
下

に
深
〈
貫
遇
す
る
管
般
の
も
の
に
非
ら
や
J

し
て
民
盤
を

有
す
る
溜
糟
に
し
て
而
も
底
椴
は
比
較
的
冷
却
せ
る
古



吉
川
間
結
岩
よ
り
成
れ

b
o
常
時
火
口
応
は
全
〈
澗
泊
し

て
一
一
掬
の
岩
筑

d

ぽ
も
浅
さ

y
b
し
が
如
〈
、
新
た
に
問

結
せ
る
県
限
岩
質
熔
岩

ω
一
片
だ
も
之
を
足
ぎ
る
の
み

な
ら
十
同
出
物
は
従
来
の
キ
ラ
ク
エ
ア
特
有
の
熔
岩
ご

み
一
く
外
相
側
を
具
に
す
る
古
期
熔
岩
に
属
せ
h
o
火
口
側

に
は
熔
岩
湖
の
泉
源
ど
思
惟
せ
ら
る
、
も
の
少
な
く
も

三
個
ゐ

b

火
口
の
一
側
、
下
肢
の
上
方
約
六

0
0
択

に
位
す
る
筏
五

0
0収
、
厚
さ
一

0
0
飴
択
の
部
分
は

其
表
而
砕
塊
熔
岩
(
k
p
t
mぐ
同
)
の
概
な
是
し
僻
岩
片
の
剥

離
に
よ
り
一
股
下
方
よ
り
赤
光
の
閃
く
わ

b
、
是
れ
泉
献

の
筋
一
な
る
ぺ

L
o
・
版
部
の
一
角
に
夜
間
赤
光
営
放
っ

六
筒
の
瓦
斯
噴
出
孔
の
茶
人
口
せ
る
小
区
域
あ
り
o
即
ち

-m
加
の
第
二
な
る
べ
く
、
一
九
二
四
年
七
月
熔
岩
淵
税

法
問
の
常
初
火
口
側
上
位
の
崖
鍬
中
よ
h
熔
岩
の
噴
流
し

た
る
地
鮎
ゐ

b
、
即
ち
泉
加
の
第
一
ニ
な
る
ぺ
し
o
是
に

由
て
之
を
腕
る
仁
キ
-
フ
ク
エ
ア
火
山
の
桃
匙
は
狭
長
な

る
導
管
に
よ
り
地
下
部
蕗
の
一
大
岩
採
溜
に
連
結
せ
る

が
如
き
フ
ラ
ス
コ
形
の
も
の
に
非
ら
や
し
て
地
下
に
若

干

ω局
部
的
岩
疑
問
ゐ
h
て
之
よ

b
社
出
す
る
熔
岩
は

数
多
の
暗
渠
に
よ
り
火
口
に
沈
入
し
以
て
熔
岩
淵
を
出

ヂ

1
氏
火
山
活
動
の
脈
問

ふ
る
も
の
さ
瓜
惟
す
べ
き
な

b
o
而
し
て
克
斯
の
不
均

質
性
、
熔
岩
湖
中
に
於
げ
る
温
度
の
服
況
、
時
力
の
関

係
等
は
悉
く
之
を
小
川
部
の
応
部
的
岩
波
溜
の
分
存
に
蹄

す
べ
き
な
り
o

一
九
一
九
年
七
月
中
ジ
ヤ
ヅ
ガ
l
氏
の

組
行
せ
る
熔
岩
湖
而
の
高
低
観
測
の
結
呆
に
よ
り
プ
ラ

ク
ン
氏
の
研
究
せ
る
所
に
操
れ
ば
湖
面
の
外
相
側
上
の
昇

降
整
数
収
の
内
地
殻
糊
汐
の
影
響
に
立
る
も
の
一
-
吋
叉

主
二

.
S
F
3
O
K
拝
ま
ち
，
、
立
正
月
)

h
人
百
二

E

は
二
川
し
遮

3
1
H
Z一
貫
も
功
F
f
v
h
U
H
N
f
lム
H

f
、
泊
合
す
る
所
に
し
て
若
し
岩
肌
鋭
部
に
し
て
極
め
て
大

な
り

Y
m
m定
せ
ん
か
地
殻
潮
汐
の
影
響
は
克
に
照
菊
な

ら

5
る
べ
か
ら
一
子
。

之
を
要
す
る
に
火
山
は
地
下
山
布
張
内
に
於
け
る
結
品

作
用
の
末
期
を
代
表
す
る
品
部
的
n
A
つ
地
表
的
(
地
質

問
中
的
意
味
に
於
て
)
後
詰
相
に
し
て
岩
脚
本
の
小
部
は
残

り
て
援
護
を
成
し
各
衆
褒
は
足
掛
の
合
量
、
時
力
及
化

単
一
中
衡
に
於
て
み
ム
く
蹴
々
一
定
せ
十
o
而
し
て
現
代
火

山
作
用
の
性
質
な
決
定
す
べ
き
主
要
な
る
宴
京
は
岩
服
地

中
に
合
有
せ
ら
る
、
混
斯
な
り
さ
し
此
克
斯
に
し
て
主

に
水
恭
一
一
執
よ
ム
リ
成
る
時
は
ラ
ヅ
セ
ン
ピ
!
ク
に
於
け
る

が
如
き
恭
筑
爆
裂
を
期
待
す
ぺ
〈
、
又
水
諜
筑
に
加
ふ

同中日一

VH 



ヨ也」4e

ヱt

ゐ
仁
化
皐
的
じ
鋭
敏
な
る
瓦
斯
例
へ
ば
聴
率
、
疏
北
京
、

水
索
、
茨
化
水
素
等
を
混
有
す
る
時
は
必
等
瓦
斯
問

ω

反
肱
に
よ
内
高
熱
ぞ
殺
詮
す
る
ど
共
に
グ
品
ス
グ
ヰ
ア

ス
、
ス
ト
ロ
ン
ポ
リ
又
は
キ
一
フ
ク
エ
ア
式
の
熔
岩
流
を

誘
導
す
ぺ

L
o

一
般
に
現
代
火
山
に
就
て
は
一
立
方
眼
盈
に
諮
す
る 第

七
品
位

か
-
J
4

、除
E-

H
れ

U
4
」
ノ
九
割

間
六
問

!叫
問

体
岩
を
噴
出
す
る
は
頗
る
稀
な
る
も
近
代
地
質
時
代
に

於
て
は
爆
裂
作
用
を
仲
は
?
し
て
敷
山
一
に
瓦
る
裂
陣
ど

遁
じ
多
量
の
熔
岩
佐
社
後

L
た
る
も
の
め
り
。
彼
の
印

皮

ω
デ
ヅ
カ
ン
、
ト
ラ
ッ
プ
、
商

E
の
久
ト

Y
ム
ペ

y

f
熔
山
布
、
米
閣
の
久
ネ

1
ク
・
リ
グ
ア
・
ベ

I
ズ
シ
の
守
一

武
岩
熔
岩

ω・
抑
き
共
例
な

b
ざ
す
。

山
石
焚
内
の
均
一
平
衡
ミ
火
成
岩
成
生
作
用

に
封
ず
る
関
係

(

一

)

火
成
訟
の
研
究
に
従
事
す
る
む
石
川
叩
者
は
自
然
叫
象
に
依
っ
て
提
供

ぜ
ら
れ
ろ
問
題
が
如
何
に
複
雑
で
も
、
如
何
に
純
々
雑
多
な
も
の
で
あ

っ
て
も
、
山
訂
採
中
に
於
げ
ろ
備
物
成
分
泌
支
配
す
ろ
物
班
化
製
的
決
別

法
叩
以
っ
て
此
の
問
題
に
ほ
前
す
る
と
き
自
ら
新
し
き
光
山
に
接
し
狩
る

も
の
で
あ
る
。
此
の
法
則
は
針
山
間
の
紛
来
か
ら
導
き
特
大
も
の
で
あ
っ

て
地
球
内
部
に
貯
北
側
ゼ
ら
る
』
掛
撲
は
一
つ
の
物
制
化
単
系
に
腐
し
積

々
抑
制
山
な
る
欣
放
の
下
に
於
げ
る
そ
の
性
欣
司
令
究
め
此
が
詑
別
為
拠
ふ

る
と
-
』
λ
に
紫
石
勝
者
の
研
究
が
あ
る
の
で
あ
る
。

元
潟
、
均
一
系
で
あ
る
舟
撲
が
そ
の
紡
品
作
用
の
依
っ
て
純
物
た
沈

昨
す
る
院
修
に
新
し
い
利
が
生
じ
て
決
る
ο

即
ち
紡
品
作
用
問
均
一
系

ら
減
々
の
利
d

相
官
引
す
る
不
均
一
系
に
織
化
す
る

L
の
で
あ
っ
て
訟
に
於

'" .>~ 

lV 

グ

9 
'-' 
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四

一

い
て
不
均
一
系
の
法
則
即
ち
祁
則
と
不
均
一
平
衡
の
概
論
と
は
柿
側
め
て

設
大
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
相
削
到
な
る
祁
と
初
と
の
刷
附
係
、
品
川
に

一
定
の
化
製
成
分
私
府
す
る
岩
奴
か
ら
呉
つ
れ
給
品
稲
私
分
敵
す
る
順

序
パ
筑
験
的
研
究
に
持
つ
可
会
問
題
で
あ
っ
て
此
の
方
一
附
に
於
げ
る
研

究
は
今
日
ま
で
非
常
な
迩
歩
府
間
山
巡
ら
ゆ
叫
げ
て
ゐ
る
u

特
に
P

N

V

U

J

ト
J
J

カ
ー
ネ
ギ
ー
研
究
所
に
於
げ
る
系
統
的
な
糾
究
は
特
，
訴
す
ぺ
、
き
も
の
で

そ
の
武
献
す
ろ
と
こ
ろ
又
削
る
大
で
あ
る
o

之
崎
市
の
も
の
に
山
附
す
る
基

礎
的
の
智
純
比
殆
ど
完
成
ぜ
ら
れ
ペ

yhy
氏
の
訴
審
れ
る
[
聞
論
法
石

畑
中
の
神
地
機
』
に
は
火
成
法
制
究
に
従
事
す
る
人
の
常
に
印
刷
訟
す
べ
斗

E

多

数
の
食
認
な
衣
料
が
拐
げ
て
あ
る
。
然
し
な
が
ら
自
然
必
に
存
寂
す
る

会
系
に
就
い
て
の
熔
融
問
ゐ
示
す
謂
は
V
物
迎
化
製
的
問
表
な
る

L
の


